
中
なか

原
はら

  秀
ひで

樹
き

 さん
【放送】

白
しら

岡
おか

  文
ふみ

江
え

 さん
【日本画】

おめでとうございます！おめでとうございます！
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賞

文
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賞

文
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賞
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賞
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井
いの

上
うえ

  聖
きよ

子
こ

 さん
【書道】

椋
むくのき

  誠
せい

一
いち

朗
ろう

 さん
【俳句】

松
まつ

本
もと

  健
けん

一
いち

 さん
【文化活動（画廊経営）】

問  本庁舎文化交流課（34 番窓口）
 0857-30-8021　  0857-20-3040

　11 月 3 日、本市の文化・芸術の振興に功績のあった人をたたえ
る「鳥取市文化賞」の贈呈式が市役所で行われました。このたび受
賞された５人をご紹介します。

　
本
市
に
根
ざ
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
の
社
長
で
あ
り
つ
つ
、
メ
イ
ン
の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
、
鳥
取
の

魅
力
を
広
く
発
掘
し
発
信
さ
れ
て
い

る
。
非
常
に
滑
ら
か
で
テ
ン
ポ
の
良
い

語
り
口
で
あ
り
な
が
ら
、
表
面
的
に
な

る
の
で
な
く
、
鳥
取
の
人
、
出
来
事
、

物
の
魅
力
を
自
分
の
言
葉
で
丁
寧
に
楽

し
く
語
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て

の
語
り
だ
け
で
は
な
く
、
放
送
局
の
番

組
編
成
に
お
い
て
も
、
鳥
取
の
魅
力
を

発
信
す
る
姿
勢
は
一
貫
し
て
い
る
。
地

域
で
頑
張
る
人
と
人
を
つ
な
ぐ
ハ
ブ
機

能
と
し
て
の
役
割
も
担
い
な
が
ら
、
地

域
を
盛
り
上
げ
る
番
組
作
り
に
も
注
力

し
て
い
る
。

　
鳥
取
の
文
化
を
作
り
上
げ
、
発
展
さ

せ
る
う
え
で
、
放
送
文
化
は
極
め
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

　
現
在
、
書
道
の
全
国
組
織
「
一い

っ
せ
ん
か
い

先
会

鳥
取
支
局
」
の
代
表
と
し
て
活
動
し
、

作
品
は
日
展
入
選
６
回
を
は
じ
め
、
日

本
書
芸
院
展
で
大
賞
を
２
年
連
続
受
賞

す
る
な
ど
、
そ
の
実
力
は
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。

　
鳥
取
で
は
鳥
取
県
展
無
鑑
査
、
全
国

で
は
読
売
書
法
展
に
お
い
て
読
売
新
聞

社
賞
を
受
賞
し
、
読
売
書
法
会
理
事
や

日
本
書
学
研
究
会
一
先
会
総
務
理
事
を

務
め
る
な
ど
、
重
責
を
担
っ
て
い
る
。

　
作
品
は
、
美
し
さ
、
優
雅
さ
を
感
じ

さ
せ
る
「
か
な
書
道
」
で
あ
り
、
行
の

流
れ
、
墨
色
の
変
化
、
文
字
の
配
置
や

余
白
の
使
い
方
が
熟
考
さ
れ
て
書
き
込

ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
作
品
で
あ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
文
字
を
書
く

こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
現
代
に
お

い
て
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民
に
書
道

の
魅
力
を
伝
え
て
い
こ
う
と
日
々
努
力

を
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
に
は
継
続
的
に
美
術
作
家
を
紹

介
す
る
公
共
機
関
が
少
な
く
、
画
廊
の

存
在
は
大
変
貴
重
で
あ
る
。

　
画
廊
「
栄
光
舎
」
の
経
営
者
と
し
て

長
く
活
動
さ
れ
、
地
元
の
作
家
と
全
国

の
作
家
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
紹
介
し
、
良

い
も
の
は
良
い
と
い
う
視
点
で
、
使
命

感
を
持
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
る
。
絵
画

か
ら
工
芸
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
作
家
を
育
て
て
き
た
。

　
ま
た
、「
あ
ざ
み
展
」「
ざ
く
ろ
展
」

な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
展
も
行
っ
て

お
り
、
多
く
の
美
術
フ
ァ
ン
に
支
持
さ

れ
て
い
る
。

　
全
国
か
ら
力
の
あ
る
作
家
を
選
び
出

し
、
地
元
作
家
に
つ
い
て
も
有
望
株
に

焦
点
を
当
て
、
個
展
や
グ
ル
ー
プ
展
と

い
う
形
で
紹
介
す
る
な
ど
、
作
家
の
育

成
お
よ
び
市
民
へ
の
文
化
芸
術
の
普
及

活
動
に
日
夜
努
力
さ
れ
て
い
る
。

　
故
稲い

な

畑は
た

汀て
い

子こ

（
高た

か

浜は
ま

虚き
ょ

子し

の
孫
）、

次
い
で
稲い

な

畑は
た

廣こ
う

太た

郎ろ
う

に
師
事
し
、
俳
句

雑
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
関
わ
り
な
が

ら
、
作
句
を
続
け
て
30
年
余
。

　
身
の
周
り
の
自
然
や
家
族
を
題
材
に

し
な
が
ら
、
見
聞
き
し
感
動
し
た
こ
と

が
ら
を
普
段
使
用
し
て
い
る
こ
と
ば
で

素
直
に
表
現
す
る
、
平へ
い

明め
い

で
思
い
の
深

い
作
風
で
あ
る
。

　
現
在
、日
本
伝
統
俳
句
協
会
評
議
員
、

同
山
陰
協
議
会
副
会
長
、
鳥
取
県
俳
句

協
会
理
事
な
ど
の
重
役
を
務
め
る
。
ま

た
、
市
民
が
俳
句
愛
好
家
と
し
て
の
一

歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
づ
く
り
の
た

め
、「
鳥
取
ホ
ト
ト
ギ
ス
会
」「
ふ
れ
あ

い
俳
句
教
室
」「
む
つ
み
句
会
」
な
ど

本
市
で
俳
句
指
導
を
行
い
、
俳
句
の
普

及
、
発
展
に
尽
力
し
て
い
る
。

　
今
後
の
鳥
取
の
俳
句
界
を
導
く
強
力

な
指
導
者
と
し
て
期
待
は
大
き
い
。

　
多
摩
美
術
大
学
日
本
画
科
卒
業
後
、

本
市
に
移
住
。
当
時
の
鳥
取
で
は
な
じ

み
が
薄
か
っ
た
日
本
画
を
、
鳥
取
家
政

高
校
（
現
鳥
取
敬
愛
高
校
）
で
生
徒
に

指
導
し
、
鳥
取
市
展
賞
、
県
展
賞
、
無

鑑
査
な
ど
の
多
数
の
受
賞
に
導
く
。

　
現
在
は
「
グ
ル
ー
プ
鳥 

白
岡
文
江

日
本
画
教
室
」
を
主
宰
し
て
指
導
に
励

み
、
教
室
の
生
徒
の
作
品
展
を
開
催
す

る
な
ど
、
市
民
へ
の
日
本
画
の
普
及
活

動
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

　
作
品
は
、
凛
と
し
た
写
実
と
心
象
に

特
色
が
あ
る
。
活
動
の
前
半
は
「
鳥
取

の
野
花
」
を
モ
チ
ー
フ
に
、後
半
は
「
時

を
旅
す
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
海
外
20

カ
国
の
歴
史
や
風
土
を
モ
チ
ー
フ
に
作

品
を
描
き
、
県
内
を
は
じ
め
全
国
各
地

の
団
体
や
個
人
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
描
く
楽
し
み
や
生
き
が
い
を
見
出
す

指
導
を
長
年
続
け
、
日
本
画
の
魅
力
を

市
民
に
普
及
さ
せ
た
功
績
は
大
き
い
。
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